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＜連絡事項＞

· 6/25（木）、6/30（火）　院内研修予定

· 駐車場使用して困った事がある際には下舘S.G.M.へ報告して下さい。

＜事例検討＞

中居　美津子様（60）　主病名：統合失調症　　

検討内容　治療計画の立案

治療計画　①自分のやりたくないことや面倒なことは理由をつけてやらない為、個別面談を通して、必要性の説明を行う。

②一方的な交流になることがあるため、必要に応じて声掛けを行う。

現在の状態　

· 生活　　～周りの方の助けを借りアパートでの１人暮らしが出来ている。

· 対人関係～交流技能は問題ないが、対人交流は偏りがある。（特定メンバーへの過度な話し掛け、

別の特定メンバーをストーカーと言って避けるなど）

· 役割認知～参加メンバーにより左右され偏りがある。用事があると言って早退を希望したり、自分

から調理の役割を行わないなど、自分のやりたくないことや面倒なことは理由をつけてやらないこと多い

· 病識　　～自分の病気は治ったという発言聞かれている。朝食後薬があまっていることがあるが

「調整しているから大丈夫」と言う発言聞かれる事がある。

· 自己評価～偏りはないが、自分自身を良く見せようとすることが過度になりすぎることもある。

今後の治療計画

自分のやりたくないことや面倒なことは理由をつけてやらない為、定期的に振り返りを行い、逸脱的なことがあったらその都度対応していく。

＜青風荘より＞

· 田中　正士　様～股関節部に大動脈瘤を発症しており、9～10月に手術予定。その際に入院は3～
4週間程になる予定。ご本人様も説明を受け知っている事ではあるが、自覚に乏しい様子。激しい運動（レクダンス・エアロビ等）は控えて頂く。運動を希望する際には、椅子に腰掛け上半身のみ等の軽い運動程度に留めて頂く。

· 清水　秋男　様～以前、個人的にうさぎ跳びを行って腰を痛めた件について、デイケア保険申請予

定。
＜利用者様情報＞

· 上川原　豊　様～6/23（火）19：30　ご本人様より電話連絡あり。日中のデイケア内にて巴勇樹

様よりタバコを過度にねだられ、断りきれずにあげてしまい困っているとの事。

　　　　　　　　　　再びそのような事がある際には、タバコを渡さずスタッフへ報告するよう伝え

ている。

· 巴　勇樹　様～本日来所した際に、他利用者よりタバコの件で苦情が寄せられた旨を伝えている

が、問題意識の乏しさが伺える。他者にタバコをねだってはいけない事など規則

を守れない際には通所利用が出来なくなる事も伝えている。喫煙室への出入り時

に他者へのタバコねだりやしけもくを行う可能性があり、本人持参の電子パイポ

は室内で使用して頂く。一日3本と喫煙本数を決めている様子であり、守れない

状態が続くようであれば、訪問看護スタッフと父様同席での話し合いや、来所時

にタバコをスタッフ管理とし喫煙パターンの把握をしていく必要がある。

· 本田　英之　様～本日、欠席の連絡ない為青山荘へ情報提供している。青山荘よりご本人様へ連

絡を入れるが連絡とれず。その後、デイケアへご本人様より「用事があるので

休みます」と電話連絡ある。欠席する際には時間を守り連絡を入れるよう伝え

るが、不機嫌な様子が伺える。

· 大久保　律子　様～6/22（月）昼食の赤魚を食べてから蕁麻疹の痩痒感があるとの訴えが聴かれ

るが、今は大丈夫との事。気分により訴えが変わる事がある様子。

· 繁名　和恵　様～本日昼食後、「あの人を刺しなさい、殺しなさいって幻聴で聴こえてくる」と訴

えが聴かれる。バスの中での出来事との事で「少し寝たらよくなった」と話さ

れている。今後、病状の変化に注意して観察を行っていく。

· 下妻　康貴　様～職親大会での発表を引き受け、原稿を2枚書いたと報告されている。本人の精神

的負担となる可能性もある為、訴えを傾聴し、ストレスの軽減を図っていく。

· 田中　一　様～午後からの血圧高値が続いている。毎日、バイタル測定3検・排尿回数・水分摂取

量を把握し、記録していく。記録場所は、デイナイトパソコン内→デスクトップ

→ショートカットフォルダ→田中一様血圧へのショートカット内へ、お願い致します。一週間ごとに外来カルテへ添付予定。

＜外来情報＞

· 繁名　和恵　様～一日だけ、幻聴と体調不良が重なったことがあったと話されている。頭痛は時々

あるが、睡眠はとれているとのこと。

· 本多　富美　様～疲労感はなく、順調で家事も問題なく行っているとのこと。酒臭あり。

· 板橋　利美　様～手の湿疹は改善傾向。中途覚醒と口渇は時々あるとの事。

· 豊川　明男　様～自己臭が気になってデイケアで不安になるが、それでも週3回は来れているとの

こと。

· 溝越　キク　様～栄養指導実施。体重は70kgを越えないように説明。「食べ過ぎているのかな」と

本人話されている。

· 中村　鶴子　様～6/10に母親の手術があり、まだ入院中の為、そのことを考えると頭が真っ白に

なって何も考えられないとのこと。心配しすぎないように説明している。

· 秋山　和子　様～特に変わりはなく、母親とも喧嘩していないとのこと。

· 川口　尚良　様～便秘はないとのこと。左肩の痛みがあり、昨日骨接ぎに言ったと話されている。

気にし過ぎないように説明している。また、父親の十七回忌があると報告されている。

· 袴田　淑子　様～特に変わりはなく、便秘もないとのこと。20時半に寝て、2時間中途覚醒があり、

朝7時に起きるとのこと。

· 高橋　幸雄　様～特に変わりなく、「普通にしている」と話されている。体重74.4kg。食事に注意

するように説明している。

· 菅野　勝利　様～体重69.4kg。膝の痛みはないとのこと。

· 淡路　智恵子様～膝に水が溜まった際、八戸赤十字病院で検査をしてもらったが異常はなかったと

報告されている。通院も継続しなくていいとの事。同院より痛み止めと胃薬が30日分処方されている。「エアロビクスはやらない方が良いと言われた」と話されている。

· 下口　政子　様～幻聴は同じと話されている。眠くなるのは治らないのかと質問している。服薬時

間を変更するように説明している。

· 平　　京子　様～左足はまだ痛むとの事。軟膏処方している。

· 巴　　勇樹　様～土曜日に訪問看護があるとのこと。父親と話し、デイケアで煙草3本にしたが、

我慢できなかったら父親と話して5本にしてもらうと話されている。

· 番沢　政勝　様～疲れた感じがあると話す。気が向いた時にだけ学生と話をしているとのこと。

＜勉強会＞

骨折・捻挫を疑う場合の対応

１　意義

　　骨折等の整形外科分野の治療は専門病院受診することとなるが、受診までの患部の適切な処置

　や合併症の予防、疼痛の緩和を図らなければならない。局所の安静、局所の冷却、局所の圧迫、局所の高挙、医師への報告・指示受け、記録を迅速かつ適切に行う必要がある。

　　骨折による疼痛、バイタルサイン、意識レベル、皮膚損傷、神経障害、循環障害等の観察が必要である。骨折部位によっては出血性ショックによる重篤な症状が起こる可能性があるので注意を要する。

２　目的

　　骨折・捻挫を疑う場合に対して迅速に対応する。又、知識・技術の統一を図る。

３　意義

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	①局所の安静
	①受傷の直後は、局所を安静にして固定する。

②固定するものとしては、そえ木、固いダンボール（なければ新聞や雑誌）などで応急処置を行う。

③上肢では顔を洗うような肢位、下肢では股関節、膝関節をやや屈曲した肢位で固定する。受傷部位を中心にその上下の関節を越した所まで固定するのが原則。

	②局所の冷却
	①外傷により組織の中が腫れてくるので氷またはアイスパックによる冷却が必要。
②初めの48時間は持続的に冷やす必要がある。

③凍傷には十分注意する。

	③局所の圧迫
	①腫脹を抑えるため、伸縮包帯などを用いて圧迫する。

②強すぎて、神経麻痺や循環障害を生じないように注意する。

	④局所の高挙
	①静脈血の流れをよくし、腫脹を少なくするのが目的。
②患部を心臓より高くするのが原則。圧迫を加え高く挙げておく事が大切。そうすることによって、二次的な損傷、内出血、腫れを最小限に抑えることができる。

③この時期に温めたりマッサ－ジをする事は絶対にいけない。

	⑤医師への報告、指示受け
	①状態、症状をよく観察し局所の安静・冷却圧迫・高挙の応急処置後、医師・外来へ報告。

⑥捻挫の場合は、安静にし、湿布薬が処方になるが骨折や靭帯損傷などの場合は他科受診の必要性が出てくる。その場合は、ご家族に連絡する

	⑥記録
	⑧記録への記載。

⑨事故報告書、分析表への記載。











